
教学 IR レポート Vol.３８

令和４年度 

愛媛大学卒業予定者アンケート調査報告書 

愛媛大学教育・学生支援機構
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「令和４年度卒業予定者アンケート」

1

• 調査対象︓ 令和４年度卒業予定の全学⽣
• 実施時期︓ 令和５年1⽉10⽇〜3⽉31⽇
• 回答者数︓ 695名（回答率35.3％）
• 内訳

回答率（％）回答者数／対象者数学部

35.3155／439法⽂

53.893／173教育

32.360／186社会共創

20.592／253理

16.830／179医

32.5179／550⼯

45.586／189農

35.3695／1,969合計

満⾜度

26.0%

23.2%

37.1%

41.4%

23.2%

17.3%

27.9%

59.6%

53.7%

50.4%

38.8%

49.2%

42.3%

55.4%

10.5%

13.7%

9.2%

12.9%

16.7%

28.8%

9.6%

3.5%

8.3%

2.9%

5.0%

9.5%

9.2%

6.5%

1.2%

1.7%

1.4%

2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）授業・教育システム（教育内容やカリキュラム）

２）デジタル技術を活⽤した学習（遠隔授業、Moodle、VRの活⽤等）

３）教員（専⾨性の⾼さやよい影響を受けるなど）

４）友⼈関係

５）施設・設備（図書館やインターネットの利⽤など）

６）進路⽀援の体制（就職セミナーやガイダンスなど）

７）⼤学⽣活を総合的に判断して

とても満⾜している まあ満⾜している どちらでもない あまり満⾜していない 全く満⾜していない
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愛⼤学⽣コンピテンシーの習得度

22.2%

19.7%

17.7%

18.1%

18.7%

19.9%

24.6%

21.2%

23.0%

24.0%

22.0%

12.7%

40.0%

37.1%

37.4%

35.1%

36.8%

38.7%

33.5%

35.5%

36.5%

38.4%

38.4%

23.9%

33.7%

37.6%

39.6%

41.0%

39.1%

34.4%

33.4%

34.7%

32.9%

31.4%

31.2%

40.9%

2.0%

2.2%

3.0%

3.2%

3.2%

4.7%

5.0%

4.9%

4.5%

3.6%

4.2%

15.5%

1.4%

1.3%

1.3%

1.4%

3.5%

1.9%

3.0%

1.7%

1.9%

1.6%

1.7%

2.0%

2.4%

1.7%

2.0%

2.7%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）必要な情報を収集・整理すること

２）個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得すること

３）習得した知識や技能を基に⾃分の考えを組み⽴て、

適切に表現（記述・⼝述）すること

４）広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈すること

５）客観的根拠に基づき判断し、解決策を提⽰すること

（意思決定・判断⼒／課題探求・発⾒・解決⼒など）

６）様々な状況に応じて適切な対話・討論をすること

７）⽬的達成のために多様な⼈と協働すること

８）⾃らの個性や適性を活かして⾏動すること

９）社会的関係の中で⾃分の⾏動を調整すること

１０）他者を理解し、他者のために役⽴つこと

１１）集団・組織の⼀員として⾃覚と誇りをもって⾏動すること

１２）地域や国内外の課題を⾃ら考察し、解決に向けて⾏動すること

（社会参画／社会貢献／グローカルマインド）

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

留学経験

はい

4.2%

いいえ

95.8%

在学中に留学（海外研修を含む）を経験しま

したか

１か⽉未満

88.4%

１か⽉以上〜3か⽉未満

2.3%

3か⽉以上〜6か⽉未満

2.3%
6か⽉以上〜1年未満

2.3%

1年以上

4.7%

（「はい」と回答した学⽣対象）留学期間（複数回

の場合は通算の期間）を教えてください
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学習について
6.8%

5.8%

13.1%

13.2%

10.4%

31.2%

40.0%

38.0%

15.1%

10.4%

12.2%

5.5%

35.0%

18.8%

43.0%

12.9%

60.4%

60.7%

50.8%

47.8%

31.2%

52.8%

43.7%

29.9%

46.0%

21.6%

35.5%

5.5%

24.2%

6.9%

7.9%

8.8%

19.4%

31.4%

34.1%

29.5%

12.2%

11.9%

8.3%

4.2%

5.0%

1.2%

1.3%

1.9%

7.5%

5.5%

9.9%

15.3%

41.9%

64.2%

3.6%

26.8%

19.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）英語の学習

２）英語以外の外国語の学習

３）情報処理（IT・PC）の学習

４）教員免許取得に関する学習

５）共通教育

６）専⾨科⽬（講義科⽬）

７）専⾨科⽬（実験・実習・演習（ゼミ）科⽬）

８）専⾨教育（卒業論⽂・卒業研究）

９）資格取得に関する勉強

１０）授業の予習・復習や課題

１１）⼤学の授業以外の⾃主的な勉強

１２）学習活動の振り返り（ポートフォリオなど）

かなり積極的 まあ積極的 あまり積極的でない 積極的でない 経験なし

学⽣⽣活について

14.7%

11.1%

6.5%

32.5%

18.4%

14.1%

18.0%

43.7%

10.9%

10.9%

14.8%

15.7%

7.3%

4.2%

8.3%

2.9%

48.6%

59.7%

52.4%

5.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）部活・サークル（体育系）

２）部活・サークル（⽂化系）

３）ボランティアに関する活動（SCV含む）

４）アルバイト

かなり積極的 まあ積極的 あまり積極的でない 積極的でない 経験なし
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進路（就職）について

6.8%

9.6%

8.9%

20.1%

29.9%

23.9%

31.7%

35.4%

27.9%

12.8%

21.6%

13.5%

8.1%

3.3%

7.9%

5.0%

27.3%

50.4%

29.9%

25.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）キャリア教育に関する科⽬の学習

２）インターンシップ

３）就職ガイダンス・セミナー

４）就職活動

かなり積極的 まあ積極的 あまり積極的でない 積極的でない 経験なし

愛媛⼤学の教育に対する評価

12.5%

18.8%

20.1%

21.7%

19.4%

21.3%

17.1%

58.8%

60.1%

55.3%

59.7%

57.4%

46.9%

49.9%

12.7%

11.7%

13.4%

10.2%

14.4%

10.2%

18.0%

4.2%

2.7%

3.6%

2.7%

4.2%

3.3%

6.3%

11.8%

6.6%

7.6%

5.6%

4.6%

18.3%

8.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）⼈材育成の⽅針や教育⽬標に沿ったカリキュラムが適切に組まれている

２）カリキュラムにおいて、講義・演習・実験・実習等の組み合わせが適切である

３）少⼈数、対話・討論、フィールドワーク、多様なメディアや情報機器の利⽤な

ど、授業内容に応じて教育⽅法が⼯夫されている

４）各授業で成績評価基準が明確に⽰され、それに基づいた適切な評価がなされて

いる

５）シラバスに学習⽬標や学習⽅法などが⽰され、有効に活⽤されている

６）オフィスアワー等で、教員から学習に関する助⾔を得ることができる

７）授業アンケート等、学⽣の声を反映する体制が整備されている

そう思う どちらかと⾔えばそう思う どちらかと⾔えばそう思わない そう思わない 知らない
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愛媛⼤学の学⽣⽀援に対する評価
21.9%

13.2%

8.5%

8.1%

12.4%

8.9%

9.2%

11.5%

19.4%

17.6%

53.7%

48.6%

23.6%

20.1%

36.7%

32.2%

30.8%

38.6%

51.8%

37.6%

13.5%

19.4%

5.2%

5.3%

3.0%

15.5%

7.1%

7.6%

10.4%

9.6%

4.3%

6.0%

1.3%

12.1%

3.2%

2.2%

4.0%

5.3%

6.6%

12.7%

61.4%

65.8%

47.1%

31.2%

49.8%

40.1%

14.4%

29.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

８）授業や専攻を決める際の履修ガイダンスが適切に実施されている

９）⽣活実態調査等、学⽣のニーズを把握する取組が適切に⾏われている

１０）留学⽣への⽀援が適切に⾏われている

１１）社会⼈学⽣への⽀援が適切に⾏われている

１２）障がいのある学⽣への⽀援が適切に⾏われている

１３）サークルや課外活動への⽀援が適切に⾏われている

１４）ハラスメント等⼈権問題に対する相談・助⾔体制が整備されている

１５）⾝体や⼼の悩みに関する相談・助⾔体制が整備されている

１６）進路・就職に対する相談・助⾔体制が整備されている

１７）経済的援助（奨学⾦・授業料免除等）が充実している

そう思う どちらかと⾔えばそう思う どちらかと⾔えばそう思わない そう思わない 知らない

愛媛⼤学の施設・設備に対する評価

22.6%

27.5%

28.1%

57.1%

52.2%

53.5%

12.2%

12.1%

10.1%

3.7%

3.9%

2.2%

4.3%

4.3%

6.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１８）授業で使⽤する施設（講義室、実験・実習設備、体育館等）が整備されてい

る

１９）⾃主的学習スペースが整備され、活⽤されている

２０）学習に必要な図書・資料が整備されている

そう思う どちらかと⾔えばそう思う どちらかと⾔えばそう思わない そう思わない 知らない
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休⽇を含む1週間の時間の過ごし⽅
5.0%

2.2%

3.9%

15.3%

1.3%

3.9%

1.7%

1.0%

5.2%

2.2%

1.9%

1.7%

2.0%

7.5%

1.3%

4.3%

7.8%

3.9%

2.4%

10.2%

1.3%

2.3%

15.4%

6.2%

5.5%

7.1%

13.7%

2.6%

3.0%

20.0%

17.0%

14.0%

17.0%

22.2%

5.0%

10.1%

22.7%

47.2%

50.2%

49.6%

22.2%

21.7%

20.1%

16.4%

13.2%

21.6%

17.3%

3.9%

67.6%

61.7%

15.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１）授業（実験・実習等を含む）への出席

２）授業の予習・復習や課題をする

３）授業とは関係ない⾃主的な学習

４）卒業論⽂・卒業研究の取組（該当者のみ）

５）卒業要件には含まれないが⼤学や学部が提供した教育プログラム

６）サークル・クラブ活動

７）アルバイト・仕事

31時間以上 26〜30時間 21〜25時間 16〜20時間 11〜15時間 6〜10時間 1〜5時間 0時間

進路状況

１）⺠間企業

40.4%

２）公務員（⾮

常勤職員・嘱託

職員を含む）

14.0%

３）教員（臨時

採⽤教員を含

む）

10.1%

４）進学

26.8%

５）有識者（卒

業前から職に就

いていた者）

0.7%

６）進路未定

5.0%

７）その他

3.0%

卒業後の進路

１）正規

96.2%

２）⾮正規

2.0%

５）その他

1.5%

（１，２，３と回答した学⽣対象）

雇⽤形態
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就職地域

１）愛媛県

34.0%

２）その他の都道府県

46.6%

３）海外

0.0%

４）地域にこだわりは

なかった

19.4%

就職活動開始前の就職希望地域

１）愛媛県

38.1%

２）その他の都道府県

61.9%

３）海外

0.0%

就職先所在地

内定状況

１）３年⽣後期

8.2%

２）４年⽣・４〜６⽉

40.1%

３）４年⽣・７〜９

４）４年⽣・１０⽉以降

15.0%

内定（内々定）を得た時期

１）１社

46.4%

２）２社

23.2%

３）３社

12.8%

４）４社

8.8%

５）５社以上

8.8%

内定（内々定）を得た社数
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就職先決定の理由

46.7%

19.2%

4.0%

7.7%

6.1%

1.9%

0.5%
7.5%

4.2%

2.3%

就職先を決めた理由

１）仕事内容 ２）勤務地

３）会社訪問・⾯接時の対応 ４）社⾵

５）会社の将来性 ６）親や先輩などの勧め

７）就職⽀援課の紹介 ８）休⽇の曜⽇や⽇数

９）給料・ボーナス １０）その他

１）第１希望

76.0%

２）第２希望

14.7%

３）第３希望

5.8%

４）第４希望

0.7%

５）第５希望以下

2.8%

就職先の志望度

進学その他の進路

１）⼤学院進学

91.0%

２）⼤学、専修学校・各種

学校等に進学（予備校含

む）

３）海外の⼤学に進学

（進学予定と回答した学⽣対象）

進学先

53.2%

8.5%

4.3%

34.0%

（進路未定と回答した学⽣対象）

来年度の進路

１）卒業後、就職活動

２）卒業後、再受験（公務員、教員、⼤学院、資格試験）

３）卒業後、進路変更（⼤学院、専修学校・各種学校（予備校含む）等への進学）

４）その他
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成⻑実感
23.9%

25.2%

25.3%

21.3%

25.0%

29.6%

26.0%

30.5%

27.5%

21.7%

24.2%

27.2%

48.3%

35.7%

40.4%

35.0%

42.0%

50.5%

49.5%

39.0%

51.2%

45.0%

40.3%

54.0%

18.0%

21.6%

19.9%

21.6%

18.6%

12.7%

14.4%

15.7%

13.5%

22.0%

20.7%

14.1%

6.5%

10.5%

9.1%

12.4%

9.1%

5.0%

6.5%

9.5%

4.7%

7.8%

9.2%

2.9%

3.3%

7.1%

5.3%

9.8%

5.3%

2.2%

3.6%

5.3%

3.0%

3.5%

5.6%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）将来のビジョンを明確にすることができた

２）学外の様々な活動に熱⼼に取り組むことができた

３）将来の夢もはっきりさせ⽬標を⽴てることができた

４）尊敬する⼈に会える場に積極的に参加することができた

５）将来、具体的に何をやりたいかを⾒つけることができた

６）⼈⽣に役⽴つスキルを⾝につけることができた

７）将来に備えて準備することができた

８）様々な⼈に出会い⼈脈を広げることができた

９）将来のことを調べて考えることができた

１０）何ごとにも積極的に取り組むことができた

１１）⾃分が本当にやりたいことを⾒つけることができた

１２）様々な視点から物事を⾒られる⼈間になることができた

そう思う ややそう思う どちらとも⾔えない あまりそう思わない そう思わない

愛⼤学⽣コンピテンシーの習得度（法⽂学部）
20.0%

20.6%

20.0%

20.6%

18.7%

19.4%

21.3%

19.4%

23.9%

22.6%

24.5%

11.6%

41.3%

33.5%

35.5%

31.6%

35.5%

36.8%

27.7%

30.3%

29.0%

38.7%

31.0%

19.4%

32.3%

39.4%

34.2%

39.4%

36.8%

31.6%

34.8%

35.5%

34.8%

31.0%

32.9%

47.1%

3.2%

2.6%

7.7%

5.8%

6.5%

8.4%

11.0%

9.7%

7.7%

4.5%

5.8%

15.5%

1.3%

1.3%

1.3%

1.9%

1.9%

2.6%

3.2%

2.6%

1.9%

2.6%

3.2%

3.9%

3.9%

3.2%

3.2%

3.9%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）必要な情報を収集・整理すること

２）個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得すること

３）習得した知識や技能を基に⾃分の考えを組み⽴て、適切に表現（記述・⼝述）すること

４）広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈すること

５）客観的根拠に基づき判断し、解決策を提⽰すること（意思決定・判断⼒／課題探求・発

⾒・解決⼒など）

６）様々な状況に応じて適切な対話・討論をすること

７）⽬的達成のために多様な⼈と協働すること

８）⾃らの個性や適性を活かして⾏動すること

９）社会的関係の中で⾃分の⾏動を調整すること

１０）他者を理解し、他者のために役⽴つこと

１１）集団・組織の⼀員として⾃覚と誇りをもって⾏動すること

１２）地域や国内外の課題を⾃ら考察し、解決に向けて⾏動すること（社会参画／社会貢献

／グローカルマインド）

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの達成度（法⽂学部）
16.8%

18.7%

16.1%

17.4%

14.2%

16.8%

16.1%

14.2%

38.1%

39.4%

29.7%

34.8%

31.6%

26.5%

40.6%

28.4%

37.4%

35.5%

41.9%

37.4%

37.4%

40.0%

36.1%

34.8%

3.2%

2.6%

6.5%

4.5%

10.3%

7.7%

3.9%

14.8%

1.3%

1.9%

3.9%

3.9%

3.9%

3.2%

5.2%

4.5%

4.5%

5.2%

2.6%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）幅広い教養と⼈⽂社会諸科学の基本的な知識を⾝につけている。

２）⼈⽂社会諸科学のいずれかの分野の専⾨的知識と技能を⾝につけている。

３）⼈間・⽂化・社会の在り⽅について、グローカル･マインドに⽴脚した多⾓的

な視点から、論理的にかつ客観的に分析し考察することができる。

４）課題を⾃ら設定し、それぞれの学問領域の研究⼿法に即してその解決策を考え

ることができる。

５）つねに学び続け、⾝につけた知識・技能を活かしてグローバル化した現代社会

に貢献しようとする意欲をもっている。

６）グローバル化した現代社会において、様々な⼈と協働することができる。

７）必要な情報を幅広く収集し、的確に整理・分析することができる。

８）グローバル化した現代社会において活躍できる、的確なコミュニケーション能

⼒をもっている。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度（法⽂学部法学・政策学履修コース）

15.0%

16.7%

10.3%

20.7%

19.3%

19.3%

15.8%

30.0%

40.0%

20.7%

22.4%

29.8%

31.6%

24.6%

41.7%

35.0%

41.4%

46.6%

40.4%

38.6%

43.9%

5.0%

3.3%

12.1%

5.2%

3.5%

3.5%

8.8%

1.7%

1.7%

3.4%

1.7%

3.5%

1.8%

1.8%

6.7%

3.3%

12.1%

3.4%

3.5%

5.3%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）⼈⽂社会科学を基礎とした幅広い教養を⾝につけている。

２）法律学・政治学・経済学といった社会科学の専⾨的知識及びその活⽤⽅法を⾝

につけている。

３）グローバル化した現代社会や組織の諸課題を⾃ら発⾒し、グローカル・マイン

ドをもって多⾓的視点から論理的に考察し、総合的に判断することができる。

４）主体的学びの中で、諸課題に対する関⼼を積極的に持ちつづけることができ

る。

５）社会貢献を念頭に置き、社会や組織の⼀員として⾃覚と責任を持ちながら他者

と協働することができる。

６）諸課題の解決に必要な情報を収集・整理・分析することができる。

７）様々な⾔語やツールを活⽤することで、⾃らの思考・判断のプロセス及び結果

をわかりやすく説明することができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの達成度（法⽂学部グローバルスタディーズ履修コース）

19.4%

22.6%

32.3%

38.7%

32.3%

22.6%

25.8%

25.8%

38.7%

51.6%

32.3%

38.7%

45.2%

25.8%

48.4%

41.9%

41.9%

19.4%

29.0%

19.4%

22.6%

41.9%

19.4%

29.0%

6.5%

3.2%

3.2%

6.5%

3.2%

3.2%

3.2%

3.2%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）⼈⽂科学と社会科学両分野の基礎的知識を⾝につけている。

２）⼈⽂科学・社会科学のある特定の専攻分野における専⾨知識及び活⽤技法を⾝

につけている。

３）グローバリゼーションに伴う諸問題にグローカル・マインドをもって多元的・

多⾯的に取り組むため、実体験に⽀えられた教養と知識（グローバルな実践知）…

４）国際社会・多⽂化社会の⼀員としての⾃覚を持ち、⽂化の違いや国境を越え

て、協働的な⼈間関係を形成することができる。

５）課題の設定や達成に必要な知識と実体験を、⾃ら積み重ねることができる。

６）国際的・多⽂化的な活動に必要な語学⼒を有している。

７）必要な情報を幅広く収集し、整理・分析することができる。

８）⾃らの思考の過程と結果を、明確に説明することができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度（法⽂学部⼈⽂学履修コース）
22.2%

25.4%

17.5%

12.7%

12.7%

11.1%

17.5%

20.6%

30.2%

31.7%

36.5%

23.8%

36.5%

20.6%

41.3%

36.5%

42.9%

33.3%

34.9%

46.0%

38.1%

47.6%

33.3%

30.2%

1.6%

4.8%

3.2%

9.5%

4.8%

11.1%

3.2%

4.8%

1.6%

1.6%

3.2%

3.2%

3.2%

3.2%

4.8%

6.3%

6.3%

4.8%

6.3%

4.8%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）⼈⽂社会科学の基本的な知識を⾝につけている。

２）思想・歴史・⽂学・芸術・⼈間・⾔語等を対象とした⼈⽂学の専⾨知を⾝につ

けている。

３）⾃ら設定した課題について、それぞれの学問領域の研究⽅法に即して、考察す

ることができる。

４）グローカル・マインドに⽴脚した多⾓的な視点から物事を根源的に問い直すこ

とができる。

５）⼈⽂学の知に基づいて、実践の場において主体的に考え、⾏動できる能⼒を⾝

につけている。

６）⼈⽂学の知をもって地域社会やグローバル社会に寄与する意欲を持っている。

７）情報を収集・整理し、批判的に分析することができる。

８）他者の声に⽿を傾け、⾃分の考えを⼝頭表現や⽂章表現によって的確に伝える

ことができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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愛⼤学⽣コンピテンシーの習得度（教育学部）
19.4%

22.6%

18.3%

14.0%

15.1%

23.7%

36.6%

20.4%

28.0%

28.0%

26.9%

12.9%

45.2%

39.8%

40.9%

36.6%

39.8%

41.9%

37.6%

39.8%

44.1%

46.2%

40.9%

23.7%

33.3%

34.4%

39.8%

46.2%

40.9%

31.2%

24.7%

38.7%

26.9%

24.7%

31.2%

43.0%

2.2%

2.2%

1.1%

2.2%

4.3%

3.2%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

16.1% 2.2%

1.1%

1.1%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）必要な情報を収集・整理すること

２）個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得すること

３）習得した知識や技能を基に⾃分の考えを組み⽴て、適切に表現（記述・⼝述）すること

４）広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈すること

５）客観的根拠に基づき判断し、解決策を提⽰すること（意思決定・判断⼒／課題探求・発

⾒・解決⼒など）

６）様々な状況に応じて適切な対話・討論をすること

７）⽬的達成のために多様な⼈と協働すること

８）⾃らの個性や適性を活かして⾏動すること

９）社会的関係の中で⾃分の⾏動を調整すること

１０）他者を理解し、他者のために役⽴つこと

１１）集団・組織の⼀員として⾃覚と誇りをもって⾏動すること

１２）地域や国内外の課題を⾃ら考察し、解決に向けて⾏動すること（社会参画／社会貢献

／グローカルマインド）

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度（教育学部）

17.2%

15.1%

8.6%

15.1%

55.9%

46.2%

45.2%

44.1%

23.7%

33.3%

40.9%

35.5%

2.2%

3.2%

3.2%

3.2%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）教育と教職に関する確かな知識と、得意とする分野の専⾨的知識を修得してい

る。

２）教育活動に取り組むための⼗分な技能を⾝につけている。

３）教育現場で⽣じているさまざまな現代的諸課題について、専⾨的な知⾒をもと

に、その対応⽅策を理論に基づいて総合的に考え、その過程や結果を適切に表現す

ることができる。

４）教師としての使命感や責任感を持ち、⾃⼰の課題を明確にして理論と実践とを

結びつけた主体的な学習ができ、⾃主的に社会に貢献しようとする。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの習得度（教育学部学校教育教員養成課程）

18.3%

17.1%

11.0%

17.1%

42.7%

40.2%

42.7%

48.8%

34.1%

35.4%

36.6%

29.3%

2.4%

4.9%

7.3%

2.4%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）教育と教職に関する確かな知識と、得意とする分野・教科等についての専⾨的

知識を修得している。

２）教育活動に取り組むための⼗分な技能を⾝につけている。

３）教育現場で⽣じているさまざまな現代的諸課題について、専⾨的な知⾒をもと

に、その対応⽅策を理論に基づいて総合的に考え、その過程や結果を適切に表現す

ることができる。

４）教師としての使命感や責任感を持ち、教育的愛情を持って幼児・児童・⽣徒に

接することができるとともに、⾃⼰の課題を明確にして理論と実践とを結びつけた

主体的な学習ができ、⾃主的に社会に貢献しようとする。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度（教育学部特別⽀援教育教員養成課程）

27.3% 54.5%

54.5%

27.3%

45.5%

18.2%

45.5%

72.7%

54.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）教育と教職に関する確かな知識と、特別⽀援教育についての専⾨的知識を修得

している。

２）教育活動に取り組むための⼗分な技能を⾝につけている。

３）教育現場で⽣じているさまざまな現代的諸課題について、専⾨的な知⾒をもと

に、その対応⽅策を理論に基づいて総合的に考え、その過程や結果を適切に表現す

ることができる。

４）教師としての使命感や責任感を持ち、教育的愛情を持って児童・⽣徒に接する

ことができるとともに、⾃⼰の課題を明確にして理論と実践とを結びつけた主体的

な学習ができ、⾃主的に社会に貢献しようとする。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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愛⼤学⽣コンピテンシーの習得度（社会共創学部）
21.7%

16.7%

20.0%

20.0%

20.0%

26.7%

40.0%

35.0%

26.7%

33.3%

31.7%

20.0%

40.0%

45.0%

38.3%

35.0%

43.3%

45.0%

30.0%

33.3%

36.7%

40.0%

40.0%

28.3%

38.3%

33.3%

38.3%

41.7%

35.0%

28.3%

28.3%

31.7%

33.3%

26.7%

28.3%

40.0%

3.3%

3.3%

1.7%

1.7%

1.7%

8.3% 1.7%

5.0%

1.7%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）必要な情報を収集・整理すること

２）個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得すること

３）習得した知識や技能を基に⾃分の考えを組み⽴て、適切に表現（記述・⼝述）すること

４）広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈すること

５）客観的根拠に基づき判断し、解決策を提⽰すること（意思決定・判断⼒／課題探求・発

⾒・解決⼒など）

６）様々な状況に応じて適切な対話・討論をすること

７）⽬的達成のために多様な⼈と協働すること

８）⾃らの個性や適性を活かして⾏動すること

９）社会的関係の中で⾃分の⾏動を調整すること

１０）他者を理解し、他者のために役⽴つこと

１１）集団・組織の⼀員として⾃覚と誇りをもって⾏動すること

１２）地域や国内外の課題を⾃ら考察し、解決に向けて⾏動すること（社会参画／社会貢献

／グローカルマインド）

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度（社会共創学部）

15.0%

28.3%

25.0%

21.7%

28.3%

21.7%

16.7%

31.7%

26.7%

31.7%

35.0%

31.7%

28.3%

25.0%

45.0%

40.0%

40.0%

38.3%

36.7%

40.0%

41.7%

5.0%

3.3%

1.7%

3.3%

1.7%

5.0%

11.7%

1.7%

1.7%

3.3%

1.7%

1.7%

1.7%

1.7%

3.3%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）⽂系や理系の広範な学問領域における教養や専⾨的知識及び⾼度な実技⼒を⾝

に付けている。

２）地域社会の多様なフィールドにおける諸課題の解決に向けて、的確な学際的考

察及び総合的判断ができる。

３）地域社会の諸課題に対して⾃ら積極的に関⼼をもち続けることができる。

４）地域社会を新たな価値創造へと導こうとする意欲を有し、地域社会の諸課題の

解決に取り組むことができる。

５）地域社会の諸課題の解決に必要な情報を収集・整理・分析できる。

６）⾃⼰の思考・判断のプロセス及び結果を他者にわかりやすくプレゼンテーショ

ンできる。

７）地域社会の課題の解決に向けて、サーバントリーダーシップを発揮することが

できる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの達成度（社会共創学部産業マネジメント学科）

7.1%

7.1%

10.7%

10.7%

7.1%

14.3%

7.1%

28.6%

25.0%

28.6%

21.4%

39.3%

50.0%

25.0%

53.6%

57.1%

46.4%

60.7%

46.4%

32.1%

42.9%

3.6%

7.1%

10.7%

3.6%

3.6%

17.9%
3.6%

7.1%

3.6%

3.6%

3.6%

3.6%

3.6%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）地域産業マネジメント及び事業創造に必要な基礎的知識、専⾨的知識を修得し

ている。

２）地域産業に関する課題の解決に向けて、地域産業マネジメント及び事業創造の

専⾨知識と客観的知⾒に基づいて多⾯的に考察し、論理的な思考・総合的な判断に

基づいて課題解決策を導き出すことができる。

３）地域産業や新規事業の特徴、強み及び課題に対して、⾃ら積極的に関⼼をもち

続けることができる。

４）地域産業を新たな価値創造へと導こうとする意欲を有し、地域産業や事業創造

に関する諸課題の解決に取り組むことができる。

５）地域社会の諸課題の解決に必要な情報を、適切な調査・分析⽅法を⽤いて収

集・整理・分析することができる。

６）⾃らの思考・判断を客観的かつ論理的に表現し、他者との間で討論ができる。

７）地域産業マネジメント及び事業創造に向けて、サーバントリーダーシップを発

揮することができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度（社会共創学部産業イノベーション学科）
57.1%

42.9%

57.1%

57.1%

42.9%

42.9%

42.9%

42.9%

57.1%

28.6%

28.6%

42.9%

42.9%

28.6%

14.3%

14.3%

14.3%

14.3%

14.3% 14.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）⽔産業・紙産業・ものづくり等の産業イノベーションに必要な基礎的知識、専

⾨的知識を修得している。

２）地域産業に⽣起する諸課題を広範な学問領域の学際的思考から把握することが

でき、総合的に判断して解決策を提案することができる。

３）⽔産業・紙産業・ものづくり等の産業の特徴、強み及び課題について、⾃ら積

極的に関⼼をもち続けることができる。

４）地域社会を新たな価値創造へと導こうとする意欲を有し、産業振興と地域活性

化のために、⽔産業・紙産業・ものづくり等の産業に関する諸課題の解決に取り組

むことができる。

５）適切な調査・分析⽅法を⽤いて、産業イノベーションによる地域振興に必要な

情報を収集・整理分析することができる。

６）⾃らの考えを的確に表現し、他者との間で討論・対話することができる。

７）⽔産業・紙産業・ものづくり等の産業に関する諸課題の解決へ向けて、サーバ

ントリーダーシップを発揮することができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの達成度（社会共創学部環境デザイン学科）

14.3%

14.3%

35.7%

21.4%

21.4%

21.4%

21.4%

21.4%

21.4%

14.3%

28.6%

42.9%

28.6%

28.6%

64.3%

64.3%

50.0%

50.0%

35.7%

50.0%

35.7% 7.1% 7.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）理系や⽂系の広範な学問領域における基礎的素養を有し、これらを合わせて⼈

間と環境との相互関係を理解し、デザインするための専⾨的・応⽤的な知識を修得

している。

２）理系及び⽂系的思考の下、全体を俯瞰する総合的な視座に⽴ちながら、地域社

会・環境の改善に向けた将来ビジョンを策定・調整することができる。

３）地域社会・環境のサステナビリティに関する諸課題に対して、⾃ら積極的に関

⼼をもち続けることができる。

４）地域社会を新たな価値創造へと導こうとする意欲を有し、地域社会・環境のサ

ステナビリティに関する諸課題の解決に取り組むことができる。

５）適切な調査・分析⽅法を⽤いて、⾃然環境との共⽣をもたらす地域社会デザイ

ンに必要な情報を収集・整理・分析することができる。

６）⾃らの考えを的確に表現し、他者との間で討論・対話することができる。

７）地域社会・環境の諸課題の解決へ向けて、サーバントリーダーシップを発揮す

ることができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度(社会共創学部地域資源マネジメント学科)

27.3%

27.3%

27.3%

27.3%

27.3%

27.3%

18.2%

9.1%

9.1%

27.3%

36.4%

18.2%

9.1%

18.2%

54.5%

54.5%

36.4%

27.3%

45.5%

45.5%

54.5%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

18.2%

9.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）地域資源に関する基礎知識と農⼭漁村の特⻑ある産業、⽂化・観光、スポー

ツ・健康に関する専⾨的知識及び実技⼒を修得し、これらの知識や収集した情報を

活⽤する実践⼒を⾝に付けている。

２）地域社会で⽣じる諸課題を発⾒し、その課題を解決に向けて的確に考察し、資

源活⽤の観点から総合的判断ができる。

３）地域資源を活⽤した地域社会の再⽣と活性化に、⾃ら積極的に関⼼をもち続け

ることができる。

４）地域資源を活⽤した地域社会の再⽣と活性化へと導こうとする意欲を有し、地

域社会の諸課題の解決に取り組むことができる。

５）地域資源を活⽤した地域社会の再⽣と活性化に必要な情報を収集・整理・分析

できる。

６）⾃⼰の思考・判断のプロセス及び結果を他者にわかりやすくプレゼンテーショ

ンできる。

７）地域資源を活⽤した地域社会の再⽣と活性化に向けて、サーバントリーダー

シップを発揮することができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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愛⼤学⽣コンピテンシーの習得度（理学部）
28.3%

21.7%

21.7%

21.7%

25.0%

18.5%

26.1%

25.0%

25.0%

19.6%

16.3%

8.7%

44.6%

47.8%

47.8%

44.6%

41.3%

46.7%

40.2%

44.6%

37.0%

45.7%

45.7%

28.3%

22.8%

27.2%

26.1%

27.2%

30.4%

31.5%

25.0%

20.7%

31.5%

29.3%

29.3%

34.8%

2.2%

2.2%

3.3%

2.2%

4.3%

3.3%

5.4%

2.2%

3.3%

18.5%

1.1%

1.1%

2.2%

1.1%

1.1%

6.5%

2.2%

1.1%

3.3%

3.3%

3.3%

1.1%

3.3%

4.3%

1.1%

2.2%

4.3%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）必要な情報を収集・整理すること

２）個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得すること

３）習得した知識や技能を基に⾃分の考えを組み⽴て、適切に表現（記述・⼝述）すること

４）広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈すること

５）客観的根拠に基づき判断し、解決策を提⽰すること（意思決定・判断⼒／課題探求・発

⾒・解決⼒など）

６）様々な状況に応じて適切な対話・討論をすること

７）⽬的達成のために多様な⼈と協働すること

８）⾃らの個性や適性を活かして⾏動すること

９）社会的関係の中で⾃分の⾏動を調整すること

１０）他者を理解し、他者のために役⽴つこと

１１）集団・組織の⼀員として⾃覚と誇りをもって⾏動すること

１２）地域や国内外の課題を⾃ら考察し、解決に向けて⾏動すること（社会参画／社会貢献

／グローカルマインド）

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度（理学部）

14.1%

15.2%

15.2%

42.4%

45.7%

48.9%

38.0%

35.9%

31.5%

3.3%

2.2%

1.1%

1.1%

3.3%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）【広い教養・基礎学⼒と汎⽤的能⼒】理学全般にわたる基盤的な学⼒と、⼈⽂

科学・社会科学などの⼀般教養、⽇本語・英語の読解⼒・表現⼒、情報リテラ

シー・コミュニケーション能⼒などの汎⽤能⼒を修得し、それらを活⽤することが

できる。

２）【科学の体系的基礎学識・技能・科学的思考⼒】科学の体系的基礎学識と基盤

技能を修得し、それらを活⽤して、調査・研究を通じた課題の発⾒・提⽰や解決を

科学的思考のもとで⾏い、その過程や結果を他者に説明することができる。国内外

の⽂献を調査し必要な情報を収集し理解できる。

３）【協働する姿勢・能⼒】 修得した科学的センスと⾼い教養に基づく価値観・

倫理観・責任感のもと、様々な⼈々と能動的に関わり協働することができる。⾃⼰

啓発・⾃⼰研鑽を継続する努⼒ができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの達成度（理学部各コース）

21.4%

11.1%

17.6%

23.5%

16.7%

50.0%

50.0%

52.9%

35.3%

66.7%

21.4%

38.9%

29.4%

41.2%

16.7%

3.6%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

数学・数理情報コース（数学・数理情報の体系的基礎学識・技能・科学的思考⼒）数学・数理情報の基幹

分野である代数学・位相数学・幾何学・解析学・確率統計・応⽤数学・数理情報処理に関わる体系的基礎

学識と数理情報処理に関する実践的基盤スキルを修得し、それらを活⽤して、調査・研究を通じた課題の

発⾒・提⽰や解決を科学的思考のもとで⾏い、その過程や結果を他者に説明することができる。国内外の

⽂献を調査し必要な情報を収集し理解できる。

物理学コース（物理学の体系的基礎学識・技能・科学的思考⼒）物理学の基幹分野である⼒学・電磁気

学・熱統計⼒学・量⼦⼒学に関わる体系的基礎学識と実験技術・機器操作・安全衛⽣・科学倫理などの実

践的基盤スキルを修得し、それらを活⽤して、調査・研究を通じた課題の発⾒・提⽰や解決を科学的思考

のもとで⾏い、その過程や結果を他者に説明することができる。国内外の⽂献を調査し必要な情報を収集

し理解できる。

化学コース（化学の体系的基礎学識・技能・科学的思考⼒）分析化学・有機化学・無機化学・物理化学・

⽣物化学の体系的基礎学識と化学物質・器具の取扱を含む実験技術・機器操作・安全衛⽣・科学倫理など

の実践的基盤スキルを修得し、それらを活⽤して、調査・研究を通じた課題の発⾒・提⽰や解決を科学的

思考のもとで⾏い、その過程や結果を他者に説明することができる。国内外の⽂献を調査し必要な情報を

収集し理解できる。

⽣物学コース（⽣物学の体系的基礎学識・技能・科学的思考⼒）形態学・発⽣学・⽣理学・⽣態学・環境

科学の体系的基礎学識と薬品や顕微鏡などの取扱を含む実験技術・機器操作・安全衛⽣・科学倫理などの

実践的基盤スキルを修得し、それらを活⽤して、調査・研究を通じた課題の発⾒・提⽰や解決を科学的思

考のもとで⾏い、その過程や結果を他者に説明することができる。国内外の⽂献を調査し必要な情報を収

集し理解できる。

地学コース（地学の体系的基礎学識・技能・科学的思考⼒）地質学・鉱物学・岩⽯学・固体地球物理学・

海洋学の体系的基礎学識と、野外活動・実験技術・機器操作・安全衛⽣・科学倫理などの実践的基盤スキ

ルを修得し、それらを活⽤して、調査・研究を通じた課題の発⾒・提⽰や解決を科学的思考のもとで⾏

い、その過程や結果を他者に説明することができる。国内外の⽂献を調査し必要な情報を収集し理解でき

る。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

愛⼤学⽣コンピテンシーの習得度（医学部医学科）
27.8%

33.3%

22.2%

22.2%

22.2%

33.3%

27.8%

22.2%

27.8%

27.8%

22.2%

22.2%

27.8%

27.8%

27.8%

22.2%

38.9%

22.2%

44.4%

22.2%

38.9%

27.8%

38.9%

11.1%

38.9%

33.3%

44.4%

50.0%

33.3%

38.9%

22.2%

50.0%

33.3%

44.4%

38.9%

27.8%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

33.3% 5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）必要な情報を収集・整理すること

２）個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得すること

３）習得した知識や技能を基に⾃分の考えを組み⽴て、適切に表現（記述・⼝述）すること

４）広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈すること

５）客観的根拠に基づき判断し、解決策を提⽰すること（意思決定・判断⼒／課題探求・発

⾒・解決⼒など）

６）様々な状況に応じて適切な対話・討論をすること

７）⽬的達成のために多様な⼈と協働すること

８）⾃らの個性や適性を活かして⾏動すること

９）社会的関係の中で⾃分の⾏動を調整すること

１０）他者を理解し、他者のために役⽴つこと

１１）集団・組織の⼀員として⾃覚と誇りをもって⾏動すること

１２）地域や国内外の課題を⾃ら考察し、解決に向けて⾏動すること（社会参画／社会貢献

／グローカルマインド）

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの達成度（医学部医学科）

33.3%

22.2%

16.7%

22.2%

27.8%

22.2%

27.8%

22.2%

38.9%

38.9%

16.7%

33.3%

27.8%

33.3%

38.9%

27.8%

38.9%

55.6%

33.3%

44.4%

38.9%

5.6%

11.1%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）医療⼈としての専⾨分野の学問内容について知識を修得している。

２）⼈間性や倫理観を裏付ける幅広い教養を⾝につけている。

３）対象となる⼈の⾝体的・⼼理的・社会的な健康状態を科学的に評価し、情報の

総合と適確な判断を⾏い、必要な⾏動を⽰すことができる。

４）科学の進歩および社会の医療ニーズの変化に対応して、⽣涯を通して⾃らを⾼

めることができる。

５）患者および住⺠の健康の維持・増進と健康障害からの回復に寄与するために、

医療⼈として責任をもった⾏動をとることができる。

６）基本的な医療⾏為を患者にも⾃らにも安全に実施することができる。

７）患者・家族や保健・医療・福祉チームのメンバーと良好なコミュニケーション

をとり、チームの⼀員としての役割を果たすことができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度（医学部医学科）
16.7%

22.2%

16.7%

16.7%

16.7%

16.7%

27.8%

27.8%

22.2%

16.7%

22.2%

22.2%

22.2%

27.8%

11.1%

33.3%

22.2%

16.7%

22.2%

16.7%

38.9%

27.8%

55.6%

44.4%

50.0%

50.0%

44.4%

55.6%

50.0%

50.0%

55.6%

33.3%

44.4%

5.6%

11.1%

22.2%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）医師としての専⾨分野の学問内容の知識を修得している。

２）卒後臨床研修に備えて、医療倫理や医療法制・医療経済、医療安全やEBM、医学におけ

る科学的⼿法などについての実践的な知識を有している。

３）⾃然科学にとどまらない医療⼈としての幅広い教養、マナーや⼀般常識を⾝につけてい

る。

４）分⼦レベルから集団レベルまでの⽣命現象を解明する適切な⽅法を指摘し、明らかと

なった現象を簡潔に表現して第三者に伝えることができる。

５）患者と家族の⾝体的・⼼理的・社会的な健康状態および疾病の状態を把握し、情報を総

合することによる適確な判断に基づいて、必要な⾏動を⽰すことができる。

６）都市部から中⼭間地域や島嶼部までを包含する地域に関⼼を持ち、将来従事する医療の

領域に関わらず医師として社会に貢献する意欲をもっている。

７）少⼦⾼齢化、医療の国際化、健康障害の多様化など、社会の医療ニーズの変化に対応し

て、適切な⽅法で最新の医学知識や医療情報を収集・整理し、⽣涯を通して⾃ら学び向上…

８）豊かな⼈間性を涵養し、医師としての⾃覚と責任、適切な倫理観をもって、患者から学

ぶ姿勢で⾏動することができる。

９）医学の進歩のために基礎・社会医学と臨床医学との両⾯での研究が不可⽋であることを

認識し、⾃らも研究マインドをもって医療を⾏うことができる。

１０）基礎的な医療⾏為を患者にも⾃らにも安全に実施することができる。

１１）患者・家族や保健・医療・福祉チームのメンバーと良好なコミュニケーション（簡単

な英語によるものを含む）をとり、チームの⼀員としての役割を果たすことができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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愛⼤学⽣コンピテンシーの習得度（医学部看護学科）
33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

41.7%

33.3%

25.0%

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

25.0%

16.7%

16.7%

16.7%

16.7%

50.0%

41.7%

41.7%

41.7%

41.7%

16.7%

33.3%

41.7%

50.0%

50.0%

50.0%

41.7%

16.7%

33.3%

25.0%

25.0%

25.0%

50.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）必要な情報を収集・整理すること

２）個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得すること

３）習得した知識や技能を基に⾃分の考えを組み⽴て、適切に表現（記述・⼝述）すること

４）広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈すること

５）客観的根拠に基づき判断し、解決策を提⽰すること（意思決定・判断⼒／課題探求・発

⾒・解決⼒など）

６）様々な状況に応じて適切な対話・討論をすること

７）⽬的達成のために多様な⼈と協働すること

８）⾃らの個性や適性を活かして⾏動すること

９）社会的関係の中で⾃分の⾏動を調整すること

１０）他者を理解し、他者のために役⽴つこと

１１）集団・組織の⼀員として⾃覚と誇りをもって⾏動すること

１２）地域や国内外の課題を⾃ら考察し、解決に向けて⾏動すること（社会参画／社会貢献

／グローカルマインド）

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない

DPの達成度（医学部看護学科）

33.3%

41.7%

33.3%

33.3%

41.7%

25.0%

41.7%

41.7%

25.0%

33.3%

25.0%

25.0%

8.3%

33.3%

25.0%

33.3%

33.3%

41.7%

33.3%

66.7%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）医療⼈としての専⾨分野の学問内容について知識を修得している。

２）⼈間性や倫理観を裏付ける幅広い教養を⾝につけている。

３）対象となる⼈の⾝体的・⼼理的・社会的な健康状態を科学的に評価し、情報の

総合と適確な判断を⾏い、必要な⾏動を⽰すことができる。

４）科学の進歩および社会の医療ニーズの変化に対応して、⽣涯を通して⾃らを⾼

めることができる。

５）患者および住⺠の健康の維持・増進と健康障害からの回復に寄与するために、

医療⼈として責任をもった⾏動をとることができる。

６）基本的な医療⾏為を患者にも⾃らにも安全に実施することができる。

７）患者・家族や保健・医療・福祉チームのメンバーと良好なコミュニケーション

をとり、チームの⼀員としての役割を果たすことができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの達成度（医学部看護学科）

25.0%

41.7%

25.0%

25.0%

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

41.7%

16.7%

8.3%

16.7%

41.7%

25.0%

33.3%

58.3%

58.3%

50.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）「⼈の暮らしを当事者⽬線で理解する能⼒」看護の対象となる⼈々の⼀⽣涯の暮らしと

健康や病いの体験を暮らす⼈々の⾒⽅や感じ⽅で理解し、⽀援に活かすことができる

２）「倫理的能⼒と対話能⼒」⼈の多様性や⾃律性を尊重し、共感性をもって看護の対象と

なる⼈々と対話し、⽀援に活かすことができる

３） 「根拠に基づいて看護を実践する能⼒」看護の対象となる⼈々とのかかわりのなかで

⼈々の看護ニーズに気づき、看護の対象となる⼈々とその暮らしのバックグラウンドにある

地域の特性や社会資源を含めて健康課題を把握し、最適な看護⽅法を計画して、根拠に基づ

いた看護を実践できる

４）「⼈の⼀⽣涯の暮らしを⽀える看護を実践する能⼒」看護の対象となる⼈々の地域での

暮らしを常に⾒据え、⼈々の誕⽣から死に⾄るまでの健康と暮らしを連続的に捉え、その

時々の健康課題に対応した看護を実践できる

５）「⼈の暮らす地域性を看護に活かす能⼒」看護の対象となる⼈々が暮らす地域の特性や

様々な社会資源を活かした、保健医療福祉チームの⼀員としての看護のあり⽅を⾃分の⾔葉

で説明できる

６）「不断に看護を学び続ける能⼒」主体的な学びや科学的な看護の創造の⾯⽩さと⼤切さ

に気づき、変動する社会のニーズに対応できる看護職として⾃ら学び続け、⽀援に活かすこ

とができる

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

愛⼤学⽣コンピテンシーの習得度（⼯学部）
19.6%

13.4%

12.3%

14.0%

15.6%

13.4%

14.0%

15.1%

15.6%

20.7%

15.6%

7.8%

33.0%

32.4%

31.8%

32.4%

33.5%

36.3%

33.5%

35.2%

38.5%

34.6%

39.7%

25.1%

42.5%

46.4%

51.4%

48.0%

45.8%

41.3%

44.7%

40.8%

36.3%

33.5%

33.0%

40.8%

1.7%

1.7%

2.2%

1.1%

2.2%

5.0%

3.9%

3.9%

4.5%

7.8%

6.1%

15.6%

1.1%

1.7%

1.1%

1.1%

1.7%

1.7%

2.8%

1.7%

5.0%

2.8%

5.6%

1.1%

2.8%

1.7%

2.8%

2.2%

3.4%

2.2%

2.8%

3.9%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）必要な情報を収集・整理すること

２）個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得すること

３）習得した知識や技能を基に⾃分の考えを組み⽴て、適切に表現（記述・⼝述）すること

４）広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈すること

５）客観的根拠に基づき判断し、解決策を提⽰すること（意思決定・判断⼒／課題探求・発

⾒・解決⼒など）

６）様々な状況に応じて適切な対話・討論をすること

７）⽬的達成のために多様な⼈と協働すること

８）⾃らの個性や適性を活かして⾏動すること

９）社会的関係の中で⾃分の⾏動を調整すること

１０）他者を理解し、他者のために役⽴つこと

１１）集団・組織の⼀員として⾃覚と誇りをもって⾏動すること

１２）地域や国内外の課題を⾃ら考察し、解決に向けて⾏動すること（社会参画／社会貢献

／グローカルマインド）

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの達成度（⼯学部）

10.1%

12.8%

10.6%

14.5%

8.9%

14.0%

16.2%

33.5%

30.2%

22.3%

20.7%

21.8%

34.6%

29.6%

48.6%

48.6%

48.6%

53.6%

52.5%

41.3%

44.1%

4.5%

3.4%

10.6%

3.4%

6.1%

5.0%

5.6%

1.1%

1.7%

1.1%

1.7%

1.1%

2.8%

3.9%

6.1%

6.7%

10.1%

3.4%

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）幅広い教養と⼯学の基本的な知識を⾝につけている。

２）⼯学の⼀専⾨分野について基礎的知識をもち、ものづくりやシステムづくりに

活⽤できる。

３）科学や技術が社会におよぼす影響を理解し、国内外の視点から⾃⽴的かつ論理

的な判断を⾏うことができる。

４）課題を解決するために必要となる⼯学的知識を⾃ら修得するために学習を継続

する能⼒をもつ。

５）⾃⼰の専⾨分野だけでなく教養および多様な⼯学的知識を総合的に活⽤しなが

ら、現代社会が直⾯するさまざまな課題に柔軟に対応できる。

６）課題を他者と協働して解決できる。

７）⾃らの思考・判断のプロセスを説明し、伝達するためのプレゼンテーション能

⼒、およびコミュニケーション能⼒をもつ。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

愛⼤学⽣コンピテンシーの習得度（農学部）
25.6%

23.3%

15.1%

18.6%

18.6%

20.9%

25.6%

23.3%

24.4%

25.6%

23.3%

18.6%

45.3%

37.2%

41.9%

40.7%

36.0%

37.2%

30.2%

34.9%

36.0%

30.2%

37.2%

25.6%

25.6%

33.7%

37.2%

34.9%

39.5%

33.7%

33.7%

30.2%

31.4%

38.4%

27.9%

36.0%

1.2%

3.5%

1.2%

3.5%

2.3%

5.8%

4.7%

8.1%

4.7%

1.2%

5.8%

15.1%

1.2%

1.2%

1.2%

2.3%

1.2%

4.7%

2.3%

2.3%

2.3%

3.5%

2.3%

2.3%

1.2%

3.5%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

2.3%

2.3%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）必要な情報を収集・整理すること

２）個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得すること

３）習得した知識や技能を基に⾃分の考えを組み⽴て、適切に表現（記述・⼝述）すること

４）広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈すること

５）客観的根拠に基づき判断し、解決策を提⽰すること（意思決定・判断⼒／課題探求・発

⾒・解決⼒など）

６）様々な状況に応じて適切な対話・討論をすること

７）⽬的達成のために多様な⼈と協働すること

８）⾃らの個性や適性を活かして⾏動すること

９）社会的関係の中で⾃分の⾏動を調整すること

１０）他者を理解し、他者のために役⽴つこと

１１）集団・組織の⼀員として⾃覚と誇りをもって⾏動すること

１２）地域や国内外の課題を⾃ら考察し、解決に向けて⾏動すること（社会参画／社会貢献

／グローカルマインド）

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの達成度（農学部）

17.4%

20.9%

20.9%

20.9%

16.3%

44.2%

27.9%

30.2%

31.4%

37.2%

36.0%

43.0%

44.2%

38.4%

41.9%

2.3%

2.3%

4.7%
2.3%

2.3%

2.3%

5.8%

2.3%

2.3%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）⽣物⽣産技術の開発と安全・安⼼な⾷料の安定供給、⽣命機能の解明と⽣物資

源の利⽤、⽣物環境の創造・修復・保全・管理・利⽤に関するいずれかの専⾨知識

と技術を⾝につけている。

２）地域社会や国際社会における⾷料、⽣命、環境に関連する諸課題の原因を論理

的に説明でき、解決策を⾒出すことができる。

３）上記の諸課題への関⼼と⾝に付けた知識をこれらの解決に役⽴てたいという意

欲をもち、倫理性をもって、継続的に課題解決のための⾏動をとることができる。

４）⾃らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテー

ション能⼒とコミュニケーション能⼒を有している。

５）主体性をもって多様な⼈々と協⼒することにより、上記諸課題の解決に取り組

むことができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度（農学部⾷料⽣産学科）

12.8%

12.8%

12.8%

15.4%

15.4%

30.8%

35.9%

33.3%

33.3%

43.6%

48.7%

46.2%

51.3%

46.2%

35.9%

2.6%

5.1%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）安全・安⼼な⾷料の安定供給を実現するための必要な、栽培、管理から収穫、

加⼯、流通、販売、経営までの⼀連のプロセスに関する専⾨知識と技術を修得して

いる。

２）地域社会や国際社会における⾷料、⽣命、環境に関連する諸課題、特に⾷料に

関連する諸課題の原因を論理的に説明でき、解決策を⾒出すことができる。

３）上記の諸課題への関⼼と⾝に付けた知識をこれらの解決に役⽴てたいという意

欲をもち、倫理性をもって、継続的に課題解決のための⾏動をとることができる。

４）⾃らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテー

ション能⼒とコミュニケーション能⼒を有している。

５）主体性をもって多様な⼈々と協⼒することにより、上記諸課題の解決に取り組

むことができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DPの達成度（農学部⽣命機能学科）

14.3%

4.8%

9.5%

9.5%

9.5%

19.0%

28.6%

38.1%

38.1%

33.3%

47.6%

42.9%

38.1%

42.9%

47.6%

4.8%

9.5%

4.8%

4.8%

4.8%

4.8%

9.5%

9.5%

14.3%

4.8%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）構造解析や機能評価などの分⼦レベルから、機能性分⼦の作⽤機序の解明や新

規機能性を有する⽣物資源の作出など⽣体レベルまで、⽣命化学領域における専⾨

知識と技術を修得している。

２）地域社会や国際社会における⾷料、⽣命、環境に関連する諸課題、特に⽣命に

関連する諸課題の原因を論理的に説明でき、解決策を⾒出すことができる。

３）上記の諸課題への関⼼と⾝に付けた知識をこれらの解決に役⽴てたいという意

欲をもち、倫理性をもって、継続的に課題解決のための⾏動をとることができる。

４）⾃らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテー

ション能⼒とコミュニケーション能⼒を有している。

５）主体性をもって多様な⼈々と協⼒することにより、上記諸課題の解決に取り組

むことができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DPの達成度（農学部⽣物環境学科）

26.1%

26.1%

30.4%

26.1%

26.1%

34.8%

26.1%

26.1%

26.1%

30.4%

30.4%

43.5%

39.1%

39.1%

39.1%

8.7%

4.3%

4.3%

8.7%

4.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）⽣物環境にかかわる⼟、⽔、⽣態系に関する計測、分析、解析と環境改善⼿法

に関する 専⾨知識と技術を修得している。

２）地域社会や国際社会における⾷料、⽣命、環境に関連する諸課題、特に環境に

関連する諸課題の原因を論理的に説明でき、解決策を⾒出すことができる。

３）上記の諸課題への関⼼と⾝に付けた知識をこれらの解決に役⽴てたいという意

欲をもち、倫理性をもって、継続的に課題解決のための⾏動をとることができる。

４）⾃らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテー

ション能⼒とコミュニケーション能⼒を有している。

５）主体性をもって多様な⼈々と協⼒することにより、上記諸課題の解決に取り組

むことができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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